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当社の製品が使用されている精密工作
機械 (最新鋭射出成型機)

当社の巻線部品が組み込まれて
いる高性能サーボプレスマシン

これらの巻線部品は国際基準
(IE4)クラスの高効率モータです。
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開発提案者のアライアンス概要 
 

株式会社エンルートM’ｓ 有限会社ワインデング福島 

【会社概要】 
 昭和６２年より、独自のコイル手巻

き技術を活かして、クレーン用モー
ター、発電機用モーター、ホイスト
用モーター等を製造。 

 東日本大震災以降は千葉東金に一時
移転、平成２７年３月に南相馬市原
町地区に原町工場を新設。 

 従業員とともに帰還し操業開始。現
在はモーターの心臓部であるコイル
巻き線加工をコア技術として、手作
業による各種モーター、関連製品を
開発・生産。 

※UGVの組み立て、モーター開発等
を担当。 

【会社概要】 
 平成２７年４月、エンルート・テレ

ビユー福島・MTS＆Pの共同出資に

より、福島においてエンルート製ド
ローンの製造・完成機組み立て、ま
たその販売と導入トレーニング、測
量や点検のサービス提供を展開して
いる。 

 現在全国サービス網の構築や提携ス
クールの設立などメイド・イン・福
島を発信するとともに、イノベ構想
に基づき、浜通りでの開発・実証に
取り組む。 

 

※UAV・UGV関連機器の組み立て販売等
を担当。 
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実用化開発補助金によるプロジェクト概要 
 事業計画名：ドローン及び無人地上車両による害獣対策と物資輸送等サポート技術の開発 

１：害獣対策ドローン＝UAV     ・荒天時対応型ドローン及び防滴キャノピー・ハウジング製作 
                 ・ドローンからのデバイス吊り下げテザー装置(可変式) 
                 ・緊急時ランディング用パラシュートシステム 
                 ・空気中ダスト等サンプリングシステム 
                 ・無人常時充電用の非接触充電システム 
                 ・映像・データ伝送装置 
                 ・照明システム・スピーカーシステム 
                 ・画像処理による自己位置測定機能 
                 ・ディープラーニングによる害獣の特定・追跡機能 
 
２：無人地上車両         ・物資輸送用荷台 
                 ・障害物等取り除き用途多関節アームシステム 
                 ・映像・データ伝送装置 
                 ・ウェアラブル端末・照明システム・スピーカーシステム 
                 ・GPS等・画像処理によるプログラム走行・自立走行機能 
                 ・ディープラーニングによる害獣特定・追跡機能 
 
３：大型ドローン         ・物資輸送及び農林業用途(ペイロード２０Kｇ) 
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• シカの探知方法⇒赤外線センサー⇒出動 
• GPSデータ及び画像認識による追跡 
• 音声、LEDフラッシュの発信 
• 画像伝送→自治体・消防 
• 非接触充電の開発 
• 防滴加工機体の開発 
• 赤外線誘導着陸装置の開発 

プロジェクトの目指す飛行ミッション・必要な開発技術・要素 

①緩衝地帯にイノシシが近づいたら、赤外線、
サーモセンサーなどで侵入地点を特定。 
②自動でドローンが発進し、侵入地点へ。 
③飛行中、音、LEDフラッシュなどによる威嚇 
④目的地付近で対象を捕捉しつつ、ジグザグ

等、ランダム飛行、追跡飛行、一定時間飛行後
帰還。 
⑤基地で充電し、センサー反応で再び出動。 
⑥緩衝地帯を破った害獣の追跡 
⑦ロスト地点でのホバリング→位置情報 

必要な技術・要素 

飛行内容 
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クラウドサービス 

プロジェクトにおける害獣対策ドローン、警ら・物流無人車両による社会実装イメージ図 
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6号橋 

幾内橋 
満開橋 

上川原橋 

荒井橋 

内匠町橋 

・型式名 ＣＨ９４０ 
・ローター数 ６発 
・モーター体格軸長 ９４０ｍｍ 
・飛行時間 １０分(ペイロード５キロ) 
・画像伝送装置装備 
・オートパイロット機構装備 

・型式名 ＱＣ７３０ 
・ローター数 ４発 
・モーター体格軸長 ７３０ｍｍ 
・飛行時間 ３０分(ペイロード２キロ) 
・画像伝送装置装備 
・オートパイロット機構装備 今後浪江町において上記イメージに合致する実証場所を検討 

現段階の開発状況でも現場導入可能と思われる鳥獣害対策 
～浪江町における実証アプローチイメージ～ 

ドローン 
★ドローンの運用効果の実証にむけて、河川敷等の流域調査を行う。 
フェイズ１：サーベイ型ドローンによる高解像の流域オルソ画像作成。 
フェイズ２：同地域のサーモカメラによるイノシシ動態調査。 
※流域の調査により、イノシシ情報・植生調査・土地利用調査などを合わせて 
行い、イノシシ対策の環境管理モデル作成を行う。 

７ 



８ 

浜通り企業・アカデミアに期待すること 
 
  
 
・アルミ加工技術 
 
・FRP成型 
 
・カーボン素材及び成型 
 
・電子機器実装 
 
・モーター等 
 
・バッテリー開発 
 
 
  
 
・試作品組み立て 
 
・量産機体アッセンブリー組み立て 
 
・修理・補修 

部品・加工・技術リソース 

開発製造・組み立て人材リソース 

 
 
・オペレーター育成 
 
・教習所運営人材 
 
・産業用ドローン役務提供人材 

 
 
・工場用地 
 
・工場建屋 
 
・工場設備 

まちづくりインフラ関連  
 
・ホテル・旅館・アパート 
 
・小売・飲食 
 
・シャトルバスなど交通インフラ 

オペレーター人材リソース 

建築・設備関係 
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